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地震波の散乱を用いた活断層の地下浅部構造のイメージング

Imaging of scatterer distribution around the active faults in Japan
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　反射法地震探査は活断層近傍の地下構造をイメージするための強力な手法として確立されつつある．反射法

による活断層のイメージングは成層した地層を変位させる構造としてイメージされるが，断層近傍はしばしば構造

が乱されており，反射波のみによる構造把握には限界がある．一般的に断層近傍では地震波の散乱が大きいと考え

られており，断層近傍の挙動と実体を明らかにする上でも反射波ならびに散乱波の両方に注目した解析による地下

構造のイメージングは重要である．そこで，本研究では反射法の拡張としての等方一次散乱波を用いた地下構造の

イメージングを試みる．

　本研究の目的は，地震波の散乱を用いた活断層を対象とした地下構造のイメージング及び，地震波散乱体の

地質学的実体との関係を明らかにすることである．

　研究対象とした地域は，以下の 2 地域である．まず，紀伊半島における中央構造線である．中央構造線は日

本最大の活断層であり，その近傍は新期堆積層と白亜紀の堆積岩とを分けている．次は，東北脊梁山地東縁部に位

置する西根断層系である．この断層系は 1998 年に発生した岩手県内陸北部地震に伴って地表に出現した．両者は

共に逆断層系であり，地表付近でいくつかの断層に分岐している．調査には，ミニバイブ(T-15000)及びミニイン

パクタ(CJM-MINI65)を震源として用い，デジタルテレメトリーシステム(G-DAPS4)によってデータを収録した．散

乱法解析は，反射法解析と同じデータセット・速度構造を用いて，センブランス解析を実施した．用いる周波数帯

域は 50Hz 程度を用い，数 10ｍオーダーの不均質を対象とした．結果として得られるセンブランス値の大小は散乱

波の多少（相対的な不均質の多少）として見なした．

　その結果，高いセンブランス値と低いセンブランス値を示す部分は反射法断面および地質学的結果ともそれ

ぞれ良い相関を示すことが明らかとなった．高いセンブランス値は，破砕された岩石が分布する領域もしくは礫層

の卓越する層準に対応し，一方，低いセンブランス値は断層に沿った剪断帯（中央構造線近傍）もしくは，泥層が

卓越する層準に対応することが明らかとなった．地表地質調査によると，剪断帯周辺は非常に破砕が進んでおり角

礫・粘土化していることから，周辺部と比較して均質になっている部分と判断される．特に断層の極近傍において

地震波の散乱が少ないと言うことは，ミニバイブレータやミニインパクタのような高周波震源を用いた探査手法に

よって導かれた新知見である．

　以上より，散乱波に注目した解析は，反射法地震探査データから得られる地下構造を一層具体化させるもの

として今後も期待できるであろう．


